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南日本で採集されたオウギガニ科の 2稀種
ヒメウスハオウギガニとトガリウスハオウギガニ

（十脚目：短尾下目）の新産地記録
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Abstract
Two rare xanthid crabs, Jacforus cavatus and 

Metaxanthops acutus, are reported from Kagoshima 
and Okinawa Prefectures, southern Japan. In this 
paper, new locality records are provided for J. cavatus 
from the south coast of Kyushu (northernmost record), 
and M. acutus from the south coast of Kyushu 
(northernmost record) and Okinawa Island. 

はじめに
ヒメウスハオウギガニ Jacforus cavatus (Rath-

bun, 1907) と ト ガ リ ウ ス ハ オ ウ ギ ガ ニ

Metaxanthops acutus Serène, 1984は，インド・西

太平洋の熱帯・亜熱帯域に生息するオウギガニ科

の種である．これら 2種の北限記録は，ヒメウス

ハオウギガニが与論島（Sakai, 1976），トガリウ

スハオウギガニが加計呂麻島（Takeda, 1989）で

ある．

筆者はこれまで，鹿児島県や沖縄県を対象地

域とした甲殻類相調査を実施しているが，その過

程で得られた標本のなかに上記 2種の新産地や北

限更新となる標本が含まれていたため，ここに報

告する．

材料と方法
本研究で使用した標本は，70%エタノールの

液浸標本として琉球大学博物館，風樹館（RUMF）

およびシンガポール国立大学のリーコンチャン自

然史博物館（ZRC）に収蔵されている．ヒメウス

ハオウギガニの標本の一部には，Naruse et al. 

(2021) で使用した標本も含まれる．標本の大きさ

は甲長 × 甲幅で示した．各種の同定は次の文献

に従った：ヒメウスハオウギガニ（Rathbun, 

1907; Takeda and Miyake, 1968; Sakai, 1976; Serène, 

1984；永井・野村，1988; Ng and Clark, 2003），ト

ガリウスハオウギガニ（Serène, 1984; Takeda, 

1989; Ng and Clark, 2002）．

Jacforus Ng and Clark, 2003

ヒメウスハオウギガニ属（新称）
Jacforus cavatus (Rathbun, 1907)

ヒメウスハオウギガニ（Fig. 1）

標本　RUMF-ZC-7709，1雄（5.0 × 6.8 mm），1

雌（4.7 × 6.6 mm），鹿児島県指宿市開聞花瀬海岸，

2015 年 12 月 26 日， 前 之 園 唯 史 採 集；ZRC 

2021.0325，3 雄（3.1 × 4.1, 3.2 × 4.4, 3.6 × 5.1 

mm），沖縄島本部町備瀬，2010年 5月 17日，前

之園唯史採集；RUMF-ZC-7710，1雄（3.2 × 4.3 

mm），沖縄島本部町備瀬，2014年 6月 26日，前

之園唯史採集；RUMF-ZC-7003，1雄（3.6 × 5.0 

mm），1雌（4.6 × 6.4 mm），沖縄島本部町備瀬，

2021 年 1 月 13 日， 前 之 園 唯 史 採 集；ZRC 

2021.0324，1雌（4.2 × 5.8 mm），沖縄島本部町崎

本部，2017 年 12 月 4 日，前之園唯史採集；

RUMF-ZC-7711，1雄（3.9 × 5.3 mm），沖縄島恩

納村真栄田，2008年 12月 28日，前之園唯史採集；

ZRC 2021.0326，1雄（4.0 × 5.6 mm），1雌（5.0 × 

7.0 mm），沖縄島糸満市大度海岸，2015年 1月 19
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日，前之園唯史採集；RUMF-ZC-7002，2雄（3.4 

× 4.7, 5.0 × 7.2 mm），1雌（2.8 × 3.8 mm），沖縄

島糸満市大度海岸，2016年 2月 9日，前之園唯

史 採 集；RUMF-ZC-7712，1 雄（4.8 × 6.3 mm），

沖縄島糸満市大度海岸，2017年 11月 14日，前

之園唯史採集；RUMF-ZC-7001，1雄（4.6 × 6.5 

mm），1雌（3.4 × 4.8 mm），沖縄島糸満市喜屋武，

2019年 1月 21日，前之園唯史採集．

分布　本種はこれまで，ケニア，ソマリア，琉
球列島（与論島，沖縄島，石垣島，竹富島，黒島），

オーストラリア（ノース・ウェスト島），ウェー

ク島，マーシャル諸島，キリバス（ギルバート諸

島，ライン諸島），ハワイ諸島，トゥアモトゥ諸

島（タイプ産地）から記録されている（Sakai, 

1976; Garth et al., 1987; Galil and Vannini, 1990; Ng 

and Clark, 2003；丸村・小阪，2003）．本研究では

新たに九州南岸（指宿市：北限記録）から標本が

得られた．

Metaxanthops Serène, 1984

トガリウスハオウギガニ属（新称）
Metaxanthops acutus Serène, 1984

トガリウスハオウギガニ（Fig. 2）

標本　RUMF-ZC-7701，2雄（4.7 × 6.1, 5.1 × 6.9 

mm），鹿児島県指宿市魚見港，2019年 1月 5日，

前之園唯史採集；RUMF-ZC-7702，1雌（4.4 × 5.8 

mm），沖縄島国頭村辺野喜，2010年 6月 1日，

前之園唯史採集；RUMF-ZC-7703，1雄（6.4 × 8.6 

mm），沖縄諸島本部町瀬底島，2020年 7月 5日，

前之園唯史採集；RUMF-ZC-7704，3雄（6.7 × 8.6, 

7.4 × 10.0, 7.5 × 9.7 mm），沖縄諸島本部町瀬底島，

2020 年 7 月 24 日，前之園唯史採集；RUMF-

ZC-7705，1雄（6.4 × 8.7 mm），沖縄島恩納村山田，

2021年 7月 10日，前之園唯史・田賀麻美採集；

RUMF-ZC-7706，1雌（5.3 × 6.9 mm），沖縄島う

るま市海中道路，2008年 11月 15日，前之園唯

史 採 集；RUMF-ZC-7707，1 雄（4.9 × 6.5 mm），

Fig. 1. Jacforus cavatus (A, RUMF-ZC-7709, male, 5.0 × 6.8 mm; B–E, RUMF-ZC-7712, male, 4.8 × 6.3 mm). A, B, entire animal; C, 
ventral view; D, frontal view; E, chelae.



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 49

43

沖縄島浦添市伊奈武瀬，2012年 7月 7日，前之

園 唯 史 採 集；RUMF-ZC-7708，1 雄（4.1 × 5.2 

mm），沖縄島南城市玉城堀川，2008年 8月 21日，

前之園唯史採集．

分布　本種はこれまで，コモロ諸島，マヨッ
ト島，マダガスカル諸島（タイプ産地），フィリ

ピン（パングラオ島），琉球列島（加計呂麻島，

瀬底島，石垣島），ニューカレドニアから記録さ

れ て い る（Serène, 1984; Takeda, 1989; Ng and 

Clark, 2002；丸村・小阪，2003；成瀬，2010; Lai 

et al., 2011; Poupin et al., 2018）．本研究では新たに

九州南岸（指宿市：北限記録）と沖縄島から標本

が得られた．

備考　Ng and Clark (2002: 535) は，自身の研究

で扱った M. acutusの標本（1雄，ニューカレド

ニア）とSerène (1984) で図示されたタイプ標本（ホ

ロタイプ，1雄，マダガスカル諸島；パラタイプ，

1雌，コモロ諸島）を比較し，次の 4点が異なる

ことを指摘した：（1）大鉗脚の掌部の内面上部に

位置する瘤状顆粒は，ニューカレドニア産標本で

は 1個であるのに対して，タイプ標本では 2個；

（2）大鉗脚の掌部の内面と外面に広がる黒斑（不

動指から続く黒斑）は，ニューカレドニア産標本

では内・外面ともにそれほど広がらないのに対し

て，ホロタイプでは掌部の内面下部に広く拡張す

る（ただし，原記載では外面に関する情報は示さ

れておらず，またパラタイプの内面はそれほど広

がっていないように見える）；（3）ニューカレド

ニア産標本の雄の尾節は，それほど鋭くない三角

形で，側縁は僅かに凹む；（4）雄の第 1腹肢の先

端は，ニューカレドニア産標本の方が長い．Ng 

and Clark (2002) は上記の相違点に加え，両研究

Fig. 2. Metaxanthops acutus (A, RUMF-ZC-7701, male, 5.1 × 6.9 mm; B–E, RUMF-ZC-7704, male, 7.4 × 10.0 mm; F, RUMF-ZC-7704, 
male, 7.5 × 9.7 mm). A, B, entire animal; C, ventral view; D, frontal view; E, chelae; F, right major chela, upper inner view.
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の標本の産地が離れていることからニューカレド

ニアの標本が未記載種である可能性を示唆してい

る．

本研究の検討標本では，掌部内面上部の瘤状

顆粒は多くの個体で 2個であったが（Fig. 2B），1

個の個体（Fig. 2F）もいるため，瘤状顆粒の数の

違いは種内変異と考えられる．なお，この変異は

雌雄や体サイズとは無関係である．掌部内面の黒

斑については，ニューカレドニア産の標本 (Ng 

and Clark, 2002: fig. 3b) と概ね一致するが，広が

りの程度に多少の変異がみられた．一方，既往文

献では掌部外面の黒斑に関する情報が示されてい

ないため，本研究の検討標本を評価できないこと

は当然ながら，Ng and Clark (2002) が「異なる」

と判断した根拠さえ不明である．雄の尾節と第 1

腹肢については，Serène (1984: figs. 139, 131c) の

図と概ね一致したが，Ng and Clark (2002) では図

示されていないため，どちらに似ているのか判断

できなかった．

以上のように，不明な形質が残されているも

のの，Ng and Clark (2002) が挙げた相違点の一部

は種内変異と判断されること，彼らが扱った標本

がわずか 1個体（対するタイプ標本も 2個体のみ）

であることを考慮すると，ニューカレドニアの標

本が別種である可能性は低いと考えられる．
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